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通学電車はマスク着用推奨　学校生活４月から基本不要　文科省、17 日にも通知へ通学電車はマスク着用推奨　学校生活４月から基本不要　文科省、17 日にも通知へ

 ( 共同通信社 行政・政治 2023.3.16 配信 )( 共同通信社 行政・政治 2023.3.16 配信 )

★最新介護医療情報★★最新介護医療情報★

　新型コロナウイルス対策のマスク着用について、文部科学省が学校向けに４月の新学期からの着　新型コロナウイルス対策のマスク着用について、文部科学省が学校向けに４月の新学期からの着

用ルール案をまとめたことが 15 日、関係者への取材で分かった。用ルール案をまとめたことが 15 日、関係者への取材で分かった。児童生徒や教職員は基本的に不要児童生徒や教職員は基本的に不要

とし、「登下校時の混雑した電車やバス」「校外学習での医療機関や高齢者施設の訪問」は着用を推奨とし、「登下校時の混雑した電車やバス」「校外学習での医療機関や高齢者施設の訪問」は着用を推奨

するとした。するとした。

　17 日にも全国の教育委員会に通知する見通し。政府の着用ルールは 13 日から緩和されたが、学　17 日にも全国の教育委員会に通知する見通し。政府の着用ルールは 13 日から緩和されたが、学

校生活では卒業式を除いて３月中はこれまで通りの対策を続けている。校生活では卒業式を除いて３月中はこれまで通りの対策を続けている。新型コロナの感染症法上の新型コロナの感染症法上の

位置付けが「５類」に引き下げられる５月８日以降は、さらなる緩和を検討する。位置付けが「５類」に引き下げられる５月８日以降は、さらなる緩和を検討する。

　新ルール案では、対面式のグループワークや合唱など感染リスクが比較的高い学習活動でもマス新ルール案では、対面式のグループワークや合唱など感染リスクが比較的高い学習活動でもマス

ク着用を求めず、教室の２方向の窓を開けて常時換気を行う。換気以外には、グループワークや理科ク着用を求めず、教室の２方向の窓を開けて常時換気を行う。換気以外には、グループワークや理科

の実験・観察は少人数で実施し、合唱やリコーダーの演奏は前方の子と１メートル程度、隣の子との実験・観察は少人数で実施し、合唱やリコーダーの演奏は前方の子と１メートル程度、隣の子と

50 センチ程度の間隔を確保するとした。50 センチ程度の間隔を確保するとした。

　既にマスクなしでの会話は可能だと説明してきた給食は「黙食は必要ない」と改めて強調した。　既にマスクなしでの会話は可能だと説明してきた給食は「黙食は必要ない」と改めて強調した。

　入学式でのマスクの取り扱いも明示。現在、卒業式では校歌斉唱の際は着用するが、入学式では必　入学式でのマスクの取り扱いも明示。現在、卒業式では校歌斉唱の際は着用するが、入学式では必

要ない。保護者や来賓もノーマスクで参加できる。要ない。保護者や来賓もノーマスクで参加できる。

　また、マスクの着脱を児童生徒らに強制しないことや、マスクの有無による差別や偏見が起きない　また、マスクの着脱を児童生徒らに強制しないことや、マスクの有無による差別や偏見が起きない

よう指導することも求めた。よう指導することも求めた。

　※学校でのマスク着用　※学校でのマスク着用

　文部科学省は、新型コロナウイルスの感染拡大を受けて策定した学校向けの「衛生管理マニュア　文部科学省は、新型コロナウイルスの感染拡大を受けて策定した学校向けの「衛生管理マニュア

ル」で、児童生徒や教職員は「身体的距離が十分取れないときはマスクを着用すべきだ」と明記。授業ル」で、児童生徒や教職員は「身体的距離が十分取れないときはマスクを着用すべきだ」と明記。授業

や休み時間など多くの場面で着用を求めてきた。政府は２月、「４月１日以降は学校教育活動で着用や休み時間など多くの場面で着用を求めてきた。政府は２月、「４月１日以降は学校教育活動で着用

を求めないことが基本」とする方針を公表。３月中は卒業式についてのみ先行して緩和し、式典の大を求めないことが基本」とする方針を公表。３月中は卒業式についてのみ先行して緩和し、式典の大

部分でマスクを外すことが可能となっている。部分でマスクを外すことが可能となっている。

http://www.rupinasu-inc.co.jp/http://www.rupinasu-inc.co.jp/

　日本を含む東アジアに多いとされる、アルコールを代謝しにくい体質の人が飲酒をすると、スキル日本を含む東アジアに多いとされる、アルコールを代謝しにくい体質の人が飲酒をすると、スキル

ス胃がんに代表される治療の難しい「びまん型胃がん」の発症リスクを高めるとする研究結果を国立ス胃がんに代表される治療の難しい「びまん型胃がん」の発症リスクを高めるとする研究結果を国立

がん研究センターなどが 14 日、発表した。がん研究センターなどが 14 日、発表した。千人以上の患者のがん組織を遺伝子解析した。発症予防千人以上の患者のがん組織を遺伝子解析した。発症予防

や治療法発見につながると期待される。や治療法発見につながると期待される。

　もともとびまん型胃がんと飲酒の関連は指摘されていたが、遺伝子解析で初めて裏付けられた形。もともとびまん型胃がんと飲酒の関連は指摘されていたが、遺伝子解析で初めて裏付けられた形。

研究チームの柴田龍弘（しばた・たつひろ）・がんゲノミクス研究分野長は研究チームの柴田龍弘（しばた・たつひろ）・がんゲノミクス研究分野長は「代謝しにくい人が飲酒「代謝しにくい人が飲酒

する際は注意が必要だ」する際は注意が必要だ」と話している。と話している。

　がんの中でも胃がんは患者数と死亡者数がそれぞれ３位と多い。チームによるとびまん型は胃が　がんの中でも胃がんは患者数と死亡者数がそれぞれ３位と多い。チームによるとびまん型は胃が

ん全体の約３割を占めるが、発症の要因についてはほとんど解明されていない。ん全体の約３割を占めるが、発症の要因についてはほとんど解明されていない。

　今回、日本人 697 人を含む米国や中国などの胃がん患者 1457 人の検体について、遺伝子解析今回、日本人 697 人を含む米国や中国などの胃がん患者 1457 人の検体について、遺伝子解析

を行った。胃がん研究では世界最大規模という。すると、アルコールを分解しにくい体質の人の飲酒を行った。胃がん研究では世界最大規模という。すると、アルコールを分解しにくい体質の人の飲酒

と、びまん型胃がん患者に特徴的な遺伝子変異に関連が示された。と、びまん型胃がん患者に特徴的な遺伝子変異に関連が示された。こうした体質の人は飲酒によってこうした体質の人は飲酒によって

変異が起きやすい可能性があるという。変異が起きやすい可能性があるという。

　チームは胃がんの原因遺伝子を 75 個特定したほか、免疫療法の効果に関係しそうな遺伝子異常　チームは胃がんの原因遺伝子を 75 個特定したほか、免疫療法の効果に関係しそうな遺伝子異常

も見つけた。研究成果は米科学誌ネイチャージェネティクスに掲載された。も見つけた。研究成果は米科学誌ネイチャージェネティクスに掲載された。

酒弱い人胃がんリスク　遺伝子解析で関連判明 酒弱い人胃がんリスク　遺伝子解析で関連判明 ( 共同通信社 2023.3.15 配信 )( 共同通信社 2023.3.15 配信 )


